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外来看護婦の夜勤および研修会参加に関する意識調査
内外来　○木船ミドリ
　1．はじめに
　心のこもったよい看護をする条件の一つとして勤務
に支障なく自分の責任分担を果たす事があげられよう。
このためには外来、病棟勤務を問わずお互いスタッフ
に負担をかけないような心配りをもつ事が大切である
と考える。この度長い病棟勤務から内科外来勤務に転
ずるにあたり、早速外来看護婦の夜勤々務表を作成分
担することになった。いざ作成にあたり私的な理由で
夜勤を外してほしいとの希望者が多く、その調整に苦
慮する事を経験した。一方医療の進歩に伴い社会ニー
ドも質の高い看護サービスが期待されるようになった。
これに応えるには私達も日頃の研修・講習などにより
看護の内容の充実を図る必要がある。しかし実状は外
来看護婦の研修への参加希望者が目立って少なく残念
に思う。そこで今回、上記二点について外来看護婦の
率直な意見を聞き、今後の夜勤々務表作成並びに研修
参加計画をたてる上での参考にしたいと思いアンケー
ト調査を行なったのでその結果及び今後の課題につい
て言及する。
　H．調査対象および方法
　　　方式：無記名記入アンケート調査（表1）
　　　対象：外来看護婦　104名
　　　総回答数：100名（回答率　96．1％）
　　　実施期間：平成5．9．1～14
　　　　表1　調　　査　　内　　容
　1　夜勤に関して
1）　現状の夜勤回数　1少ない　2よい　3多い
2）夜間勤務　1いつでもよい　2特定曜日できる
　　　　　　　3全くできない
　　＃2．3と答えた方の理由（　　　　　　）
3）急に夜勤を休む場合　1代りを自分でさがす
　　　　　　　　　　　2主任又は代行に依頼
4）準夜、深夜の交替時間　1現行のままでよい
　　　　　　　　　　　　2（　）時がよい
　1【　研修に関して
1）　院内、外の研修参加の意志　1ある　2ない
　　＃2と答えた方の理由（　　　　　　　　）
2）院内研修参加　1いつでも　2ときどき
　　　　　　　　　3全くできない
3）　研修時間　1勤務時間内　2　16時から
　　　　　　　3　17時から
4）　院内研究発表会の参加（H6．3月予定）
　　1できる　2できない（理由：　　　　　）
5）現在看護研究に取りくんでいますか
　　1はい　2いいえ
111．結果
A　夜勤に関する調査（図1）　（回答　98名）
　　1現状の夜勤回数：1少ない　1名
　　　　　　　　　　2よい　74名　3多い23名
　　2　夜間勤務：1いつでも　36名
　　　　2特定曜日　54名　3全くできない　8名
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＃3の答え方
a　家庭の事情　3
b　病気療養　　l
c　妊娠中　　　2
d　回答なし　　2
　急に休む場合　1　代り自分でさがす　60名
　　　　　　　　2　主任（代行）に依頼　38名
準夜、深夜の交替時間　1　現行よい　93名
　　　　　　　　　　　2　23時がよい5名
　　　　　　　　　図1－2夜間勤務
　　　　　　　　　全くできない
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　B　研修に関する調査（図2）（回答　100名）
　　1　院内研修参加意志：1ある　88名
　　　　2ない　12名（理由：a勤務上l
　　　　b興味なし3　c家庭事情1　d回答なし7）
　　2　院内研修参加：1いつでも　18名
　　　　2時々　74名　3全くできない　8名
　　3　研修開始時間：1勤務時間内　　7名
　　　　2　16時　16名　3　17時　7名
　　　　4　回答なし　1名
　　4　院内研究発表会参加（H6。3月予定）
　　　　1できる　58名　2できない　42名
　　＃2の方の理由（a勤務事情8　bゆとりなし9
　　　　c興味なし5　d家庭事情4回答なし16）
　　5　現在看護研究している：1はい9名
　　　　2いいえ　91名
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C　その他の意見（提言、主張）のまとめ一　23名
◆　提言
　1）夜勤から救命外来をはずせ　7名
　2）外来、病棟のローテイション勤務体制　2名
　3）研修会は土曜日なら参加できる　1名
◆　主張　　　　　　　　　　　　・
　1）家庭事情をもっと理解してほしい　6名
　2）高齢（50歳以上）は夜勤免除　2名
　3）人員不足で研修参加できない
　4）夜勤の不平等なくし公平に
　5）仕事への意欲、甘えが目立つ
IV．考察
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　管理体制の下では、極力私的欲求を抑え仕事を優先
するのが社会通念である。中でも病める人と接する看
護婦は昼夜を問わず全力でつくす事が課せられている。
と同時に高度医療を行なう当大学病院においては、こ
れに対応した看護内容の充実が望まれる。これには看
護婦の資質向上をはかるため計画された院内研修、看
護研究及び内外の学会参加発表などが役立っ。
　以上述べた視点から今回のアンケート調査の分析を
試みてみる。先ず夜勤に関し図1に示す通り現行の回
数（月2～3回）でも多い23．4％、全くできない8．1
％に認めた。長く病棟勤務を経験した私には、あまり
のちがいに驚いたのが偽らざる感想である。又特定曜
日のみ指定が55．2％もあり、全くできない方と合せて
63．3％も占め毎月の夜勤々早食作成に支障をきたすの
は明白である。やむをえない家庭事情もよく理解でき
るが、しかし他のスタッフにそれだけ負担をかけてい
るのである。看護婦の職業を選んだことの原点に立ち
返って再考する余地はないであろうか。家庭事情の訴
えを強調する主張の中に仕事上チームに負担をかけて
いる事を気配りした声は残念ながら書いてなかった。
しかし一部の人は、看護意欲のなさ、甘えであると鋭
く指摘した意見もあった。又この解決には外来と病棟
とのローテイションを提言した方もあった。これらの
主張は仕事を公平に分担し合う事の基調の意見と思わ
れる。次に研修参加に関して、図2に示す通り参加意
志が12％、参加全くできない8％、更に平成6年3月
看護研究会に42％の方が参加を予定していない。これ
らの方の大部分は夜勤で家庭事情を強く訴えた方とよ
く符号している。ここでも意欲のなさが裏付けられた
ように思える。以上私見をまじえて問題を述べた。し
かし、多くの方は献身的な看護に努めている答えを寄
せ敬服にたえない。
　V．おわりに
　外来看護婦に対するアンケニト調査の結果、多くの
方は看護の使命感をもち活躍していることがよくうか
がえた。しかし一部の方は、夜勤、研修会参加に意欲
がないことが強く示唆された。この問題をはばむ解決
の出発点は、仕事に対する意欲いかんによることが考
えられた。
　終りにご協力頂いた外来看護婦の皆様、ご教示を頂
いた杉浦教育副部長に感謝します。
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